
主目的 2 10 3

副目的

款 項 目 大 中

福祉団体等助成事業

会計区分 事業類型 一般

担当係

事業番号 120

平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート

健康福祉部

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

1

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

地域福祉活動団体などを支援します

1

平成１２年度以前

保健・福祉

3

～

福祉総務課

庶務係

4

社会福祉法、小牧市社会福祉関係団体等育成費補助金交付要綱

1

平成３０年度以降

地域福祉

◆２５年度実施内容

社会福祉協議会、保護司会、更生保護女性会、遺族会、献血推進協力会の運営費の一部

を助成するとともに各団体が実施する事業に際し、事務局として会場予約等事前の調整を

行うとともに会議やイベント等に参加した。

◆２５年度直接経費の内訳

社会福祉協議会補助金　　　 28,036千円

保護司補助金　　　　　　　　　     800千円

遺族会補助金　　　　　　　　　     877千円

献血推進協力会補助金　　　　   100千円

更生保護女性会補助金　　　　　 400千円

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

地域福祉活動の推進に向け、その中心的役割を果たす社会福祉協議会をはじめとする団

体の活動を支援する。
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更生保護女性会補助金　　　　　 400千円

◆２６年度直接経費の内訳

社会福祉協議会補助金　　    28,935千円

保護司補助金　　　　　　　　　　   800千円

遺族会補助金　　　　　　　　　　   877千円

献血推進協力会補助金　　　　   100千円

原爆被爆者検診補助金　　　　   214千円

更生保護女性会補助金　　　　   200千円
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事業実施におけ

る課題

　各団体の活動が活性されるような支援を行う必要がある。
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事業番号

事業の

達成状況

　社会福祉協議会をはじめ５団体に対し、運営費の一部を補助することで、各種団体

の活動を支援した。
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容容容容

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）
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２７年度以降

の改善案

　誰もが安心して暮らせるまちづくりのため、地域福祉活動の推進のため、各団体に

働きかけを行うとともに、各団体の実施する地域福祉活動に対し、必要な支援を行っ

ていく。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

　福祉をとりまく環境や住民ニーズは、多様化・複雑化しており、地域福祉の推進を図

るために、福祉関係団体への支援の継続は必要不可欠であると考えるため。

判定理由

　各団体の主体的な福祉活動の展開を縮小させることとなり、地域福祉活動の停滞

につながるおそれがある。

維　持

　２５年度は、一部団体に対し、周年事業の一環としての講演会等の支援のため助成

費を増額したが、今年度は従前どおり、各団体間の連携等に配慮した助成費とし、活

動支援を行うこととした。

方向性の判定 判　定　理　由

維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価
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